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13.1 研究活動報告 
 
本学専任教員ならびに客員教員による平成 28 年度の研究活動については次のとおりです。 

 
 応用化学生物学科            電子光工学科 

カートハウスオラフ ･･････ 126      山中明生 ････････････････ 137 
大越研人 ････････････････ 127      佐々木愼也 ･････････････ 138 
川辺豊  ･･･････････････ 128     福田誠  ･･･････････････  139 
木村－須田廣美 ･････････ 129     王建康  ････････････････ 140 
下村政嗣 ･･･････････････ 130     小田尚樹 ････････････････ 142 
谷尾宣久 ･･･････････････  131      唐澤直樹 ･･･････････････ 143 
李黎明  ････････････････ 132     小林壮一 ･･･････････････ 144 
梅村信弘 ････････････････ 133     吉本直人 ････････････････ 145 
坂井賢一 ･･･････････････ 134     青木広宙 ････････････････ 148 
高田知哉 ･･･････････････ 135     江口真史 ････････････････ 149 
平井悠司 ･･･････････････  136     張公儉  ･･･････････････ 150 

     小田久哉 ････････････････ 151 
 

 グローバスシステムデザイン学科    大学教育センター 
山林由明 ････････････････ 152     金井彩香 ････････････････ 166 
今井順一 ････････････････ 153     山川広人 ････････････････ 167 
小松川浩 ････････････････ 154 
曽我聡起 ････････････････ 155    政府プロジェクト報告････････ 168 
長谷川誠 ･･･････････････ 156 
村井哲也 ････････････････ 157 
吉田淳一 ････････････････ 159 
小林大二 ･･･････････････ 161 
石田雪也 ････････････････ 162 
深町賢一 ･･･････････････  163 

 
 

-125-


	表紙
	目次
	2016
	0-1 建学の精神、校歌、校章
	0-2 はじめに
	0-3 大学沿革
	0-4 第1部概況（表紙）
	1-1 役員一覧・理事会・評議員会
	2-A 教員役職-各種委員会-事務組織
	2-B 決算報告説明
	2-C 規程-施設設備
	3-1 学事日程+開講科目
	4-1 教職課程
	5-1学生数概況
	6-1 就職・進学支援
	7-1 広報戦略
	8-1 教育研究支援-情報メディア関連
	9-1 地域連携
	10-1 _研究所-PWC-CIF
	11-1 機関連携
	12-0 第2部業績と成果（表紙）
	12-1 教科書
	13-A all
	101H28研究業績Karthaus2016-2
	102 2016年度_年報_大越
	103 2016年度研究_川辺
	104 2016木村年報
	105 2016年度_年報原稿（下村）
	106研究成果（谷尾）
	107李研究活動報告書2016
	108研究成果（梅村研究室）
	109 2016年度_年報(坂井)
	110年報研究成果（高田）
	111年報研究_平井
	202 2016年度_年報_山中
	203佐々木＿2016年度＿年報
	204年報原稿（福田）2016年度
	205王2016年報 原稿　最終版
	206研究成果（小田尚樹）
	207 2016年度_年報唐澤
	208 28年度年報研究成果（小林壮一）
	VAD作製法による光ファイバ低クロストーク用黒色合成石英ガラス
	本研究は、文部科学省科学研究費で行われた。

	209H28年度研究成果_吉本(1)
	209H28年度研究成果_吉本(2)
	209H28年度研究成果_吉本(3)
	210 2016年度_年報AOKI
	211AR-Eguchi2017
	212 2016年度_年報1zhang
	213記載様式(研究成果）小田久
	301 2016年度_年報【山林】
	302科技大年報研究成果2016（今井）
	アクティブ・ラーニングは、平成24年8月の中央教育審議会答申で、大学教育の質的変換の手法のひとつとして「能動的学修（アクティブ・ラーニング）」の記述が見られて以降、2020年から始まる新学習指導要領でも明記されるように、初等中等教育にも「主体的で対話的な深い学び」を目指す新たな学習方法として浸透している。実際の授業では、グループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク 等も有効な方法であり、その際タブレット端末等のICT機器を活用した取り組みが多く見られる。タブレット端末は有効なツールでは...

	303研究内容(小松川）
	304年報テンプレートSOGA
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